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Ⅰ．緒　言
　2001年６月に閣議決定された「今後の経済財政運営お
よび経済社会の構造改革に関する基本方針１）」の中で，
新しい行政手法として，ニュー・パブリック・マネジメ
ントが導入された。これは，公共部門においても企業経
営的な手法を導入し，より効率的で質の高い行政サービ
スの提供を目指すという革新的な行政運営の考え方とし
て定義されている。行政部門に民間企業の経営理念・手
法の導入を意図する場合，マネジメントサイクルを実現
することがきわめて重要となる２）。マネジメントサイク
ルは，Plan・Do・Seeあるいは，Plan・Do・Check・Ac-
tionで表現される３）が，Seeつまり評価をPlanにフィー
ドバックするフレームが構築されることに意味があり，
意思決定プロセスに住民のニーズを反映させていくこと
が重要となる４）。ここでいう行政サービスの評価は，経
済性，効率性，有効性の３つの観点で示される５）。
　行政のヘルスサービス部門においても，予防重視型シ
ステムへと転換し，効果的・効率的をキーワードに確実
な成果を生み出し，医療費の適正化に向け，経済効果も
視野に入れた活動展開が期待されている６）。保健師活動
においても，効果的な活動展開のための企画，立案，実
施および評価の重要性について明確に示されている７）。
　地域住民が主体となる健康づくりを目指した，地域づ
くりにおける保健師のマネジメント活動は，効果的・効
率的・経済的な成果を生み出すために，意図的にしくみ
を創造，あるいは活用しながらマネジメントサイクルを
運営する活動であった８）。保健師がマネジメント活動を
行うには，マネジメント活動を促進する働きにあたるマ
ネジメント機能を発揮していく必要がある。しかし，保
健師のマネジメント機能について説明した先行研究は少
なく，マネジメント活動やマネジメント機能について研
究を重ね，知見を積み上げていくことが，急務の課題で
あると考える。
　そこで，本研究では，保健師活動の活動プロセスで
ある企画・立案・実施・評価，すなわちPlan・Do・See
のマネジメントサイクルに着目し，地域づくりを目指
した活動を導くマネジメントサイクルを動かすために，
Plan，Do，Seeそれぞれが果たした働きである保健師の
マネジメント機能を明らかにする。
Ⅱ．目　的
　地域づくり活動において，マネジメントサイクルを動
かす保健師のマネジメント機能を明らかにする。
Ⅲ．研究の問い
１ ）地域づくり活動におけるPlan，Do，Seeの内容は何
か。
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２）マネジメント活動による地域づくりの成果は何か。
３ ）マネジメントサイクルを動かすために，Plan，Do，
Seeが果たした働きは何か。
Ⅳ．用語の定義
１．保健師のマネジメント活動
　地域や地域住民個人の健康に関する「目指す姿（ビ
ジョン）」の実現に向けて，保健・福祉サービスを効果
的・効率的・経済的に提供するためにマネジメントサイ
クルを運営する活動とする。
２．マネジメント機能
　Plan・Do・Seeのマネジメントサイクルを動かすため
に，Plan，Do，Seeそれぞれが持っている働きをマネジ
メント機能とする。マネジメント機能は，成果を生みな
がら目的・目標を達成するためのマネジメント活動を促
進する働きをもつ。
３．マネジメントサイクル
　計画・実施したことを評価し，その評価を次の計画
にフィードバックしながら，目的・目標達成までPlan・
Do・Seeのサイクルを繰り返すこととする。
４．地域づくり活動
　地域住民が描いている健康な生活を住民と保健師が共
有し，両者の協働による活動プロセスをとおして地域住
民一人ひとりが役割をもち，地域ぐるみで健康な生活が
営める町をつくっていく活動とする。
Ⅴ．研究方法
１．対象
　地域づくりとして取り上げる活動事象は，地域づくり
を目指し，保健師が住民と共に行ってきた活動で，健康
づくりの活動が特定の住民から地域全体での健康づくり
へと拡がり，地域づくりの成果がみられる活動とした。
これらの活動を行なってきた，経験豊富な３名の保健師
から聴取した３事例を分析対象とした。事例の概要につ
いて表１に示す。
２．データ収集方法
　保健師へ半構造化面接を行い，許可を得て録音し逐語
録を作成した。保健師の活動記録や活動場面での参加観
察記録もデータとした。
３．データ収集項目
　自治体の理念や目指す姿・地域の特徴，事例の経過に
沿った活動目的・目標，活動計画，保健師が働きかけた
対象，活動方法および内容，その活動による成果につい
て収集した。
４．データ収集期間
　平成18年５月～平成18年７月
５．分析方法
　聴取した内容を，各事例の地域づくり活動の目的ごと
に，Plan・Do・Seeとして行った内容を整理し，「活動
による成果」から経済性・効率性・有効性の３つの観点
で地域づくり活動におけるマネジメント活動の成果を抽
出する。さらに，地域づくり活動の目的ごとに３事例を
統合し，Plan，Do，Seeの内容およびマネジメントの成
果を集約する。
　次に，地域づくり活動の目的ごとに整理されたマネジ
メントサイクルとマネジメント活動の成果から，マネジ
メントサイクルを動かし，成果を導くために果たした
Plan，Do，Seeの働きをマネジメント機能として抽出す
る。最後に，Plan，Do，Seeそれぞれでマネジメント機
能を集約し，端的に表現する。
６．倫理的配慮
　聞き取り対象となる保健師および参加観察場面での事
業参加者あるいは関係者に対して研究の目的を説明し，
自由意思による同意の得られた場合にのみ研究データと
した。研究計画については，千葉大学看護学部倫理審査
委員会にて承認を受けた。
表１　事例の概要
事例 活動概要
X
　事例Xでは，「子どもは未来という大きな可能
性を秘めた財産である」を村の基本理念に，母子
支援と生活習慣病予防のための生活習慣の確立の
２つの目的をもった活動であった。活動のきっか
けは，昭和50年ごろより，全国から村に嫁いでく
る人が徐々に増え，生活習慣の違う村での生活や
子育てのつらさ等を訴える母親が増えてきたこと
である。そのような状況から，母親の自助グルー
プであるA事業を立ち上げ，住民と共に，地域ぐ
るみの子育て支援に今日まで取り組んでいる。
Y
　事例Yは，「地域住民同士が出会い，ふれあう
機会を通してお互いに支え合い，いつまでも元気
に過ごす」をめざす姿としており，介護予防事業
であるB事業を立ち上げた。これは，地域住民の
ボランティア意識を高め，支え手として活用しな
がら，地域ぐるみで高齢者の介護予防を支援する
活動であった。
Z
　事例Zは，高血圧の人が多いという地域の特徴
を考慮し，健康への関心を高め，将来的に地域の
支え手となる地域住民を増やすための活動であっ
た。そのために保健師は，母子・成人保健推進
員育成事業であるC事業を行っていた。事業目的
は，行政と住民のパイプ役を果たし，健康に関心
のある住民を増やすである。C事業は，各地区か
ら選出された住民が２年の任期で活動し，16期生
まで排出した現在では，人口約7,500人の地域に
約500名の経験者が存在している。
千葉看会誌　VOL.13 No.２ 2007.1274
Ⅵ．結　果
１．地域づくり活動におけるPlan，Do，Seeの内容 
　地域づくり活動の目的ごとにPlan，Do，Seeの内容に
ついて事例を用いて説明する。文章中，Plan，Do，See
の内容を［　］，最終的に集約されたPlan，Do，Seeの
内容を【　】で示す。
１）新しい活動の根拠づくり
　事例Xでは，保健師は，「子どもは未来という大きな
可能性を秘めた財産である」という村の基本理念に基づ
いて，日ごろから保健活動を行なっていた。その活動の
中で，子育てのつらさや不安を訴える母親が徐々に増え
ていることを感じ，問題視するようになった。このこと
をきっかけに乳幼児健診などの事業を活用して母親の声
を丁寧に聞き，村の健康問題であるかどうかを見極め，
母親のニーズを確認していくことを計画した［Plan：活
動の根拠づくりのための計画立案］。また，解決策につ
いても探るため，既存の住民の自主活動であった母親同
士の集いに参加したときに，集うことの意味を確認して
いくことを計画した［Plan：活動の根拠づくりのための
計画立案］。その計画を基に，［Do：住民のニーズと解
決策を探索］した。評価としては，随時［See：活動の
成果を評価］し，次の活動計画につなげながら，活動の
根拠が明らかになるまで，住民のニーズと解決策の根拠
となる情報を収集していた。その結果，子育てのつらさ
などを訴える母親の問題が個人的な問題ではなく，急に
増えてきた他県や他国から嫁いできた母親と村との文化
および習慣の違いや，身近に相談する人がいないという
地域の問題であることをつきとめた［See：地域・当事
者の健康問題の明確化と次の活動の根拠づくり］。また，
当事者が集うことによって，お互いに悩みが軽減され，
次の活力となっていたことがわかった［See：次の活動
の根拠づくり］。
　以上のことから，新しい活動の根拠づくりにおけ
るPlan，Do，Seeの内容は，次のように集約できた。
Plan／計画は，【新しい活動の根拠をつくり，地域づ
くりの方向性を確認するための計画立案】であった。
Do／実施は，【計画に沿って，日ごろの活動の範囲内で
地域の健康問題とその解決策を探索】であった。See／
評価は，【目的の達成度の確認と住民のニーズに合った
活動や，必要な体制づくりを計画するための根拠づく
り】であった。
２）当事者の主体性を育成
　全事例において，事業を立ち上げる際には，当時者が
主体となって活動が継続されることを意図し，［Plan：
当事者の主体性を育む活動の計画立案］を行なってい
た。事例Yでは，その計画を基に，まずは，当事者に事
業の目的を理解してもらい，自分たちにできることを
考えてもらうために，［Do：当事者への説明と調整］を
行っていた。活動していく際には，当事者が主体となっ
て活動できるように活動方法を示すなど，［Do：活動の
サポート］や，住民自身の手で活動が継続できるように，
住民の力量に合わせて介入していくなど，［当事者の主
体性を高める援助］を行っていた。その活動のたびに保
健師は，［See：活動内容を評価］すると共に，［See：活
動成果を評価］しながら，実践を点検し，次の関わり方
を決定するための根拠としていた［See：次の活動の根
拠づくり］。
　以上のことから，当事者の主体性の育成におけ
るPlan，Do，Seeの内容は，次のように集約できた。
Plan／計画は，【当事者の主体的な活動となって継続さ
れていくことを意図した計画立案】であった。Do／実
施は，【目的・計画に沿った当事者への働きかけ】であっ
た。See／評価は，【計画に基づいて活動内容と成果を
確認，および次の活動の根拠づくり】であった。
３）地域住民の支え合い意識を育成
　全事例において，地域住民を対象とした活動計画も立
てられており，当事者の活動を見守り，余力のある人は
支え手として活動に参加する人を増やすなど，［Plan：
地域住民の支え合い意識を高める活動の計画立案］を
行っていた。事例Yでは，保健師はこの計画に沿って，
地域住民に対しても事業の目的を説明し，自分たちに何
ができるのか考えてもらうなど，［Do：地域住民への説
明と調整］や，地区組織の集まりを利用してボランティ
ア活動の話をするなど，［Do：地域住民の支え合いの意
識を高める援助］を随時行っていた。事例Zにおいても，
事業の対象者が地域の中での支え手としての役割も期待
され，地域の福祉施設を視察し，ボランティア活動の状
況を理解する機会をつくるなど，［Do：地域住民の支え
合い意識を高める援助］を行っていた。また，事例Xで
は，当事者と地域住民がお互いに理解し合えるように，
活動の企画として交流会を設けており，［Do：地域住民
と当事者の橋渡し］も行われていた。 この活動におい
ても，評価として，［See：活動内容を評価］，［See活動
成果を評価］，［See：次の活動の根拠づくり］が行われ
ていた。
　以上のことから，地域住民の支え合い意識の育成にお
けるPlan，Do，Seeの内容は，次のように集約できた。
Plan／計画は，【地域住民が当事者を支えていくことを
意図した計画立案】であった。Do／実施は，【目的・
計画に沿った地域住民への働きかけ】であった。See／
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評価は，【計画に基づいて活動内容と成果を確認，およ
び次の活動の根拠づくり】であった。
４）効果的な活動展開
　事業を進めていく際には，効果を考えた計画が立てら
れていた。事例X・Yでは，活動が軌道に乗り継続され
ることと，そこから他地区への波及効果を期待して，当
事者の主体性が高いところから活動を始めていくことを
計画していた［Plan：活動期間や順序性を決定するため
の計画立案］。また，全事例において，［Plan：子育てや
健康づくりの知識が増えるなど予防的な活動になるため
の活動内容の計画立案］を行っていた。その計画を受け
て，［Do：期待できる効果を見通して活動対象や機会を
選定］しており，事例Zでは，地域住民が母子・成人保
健推進員の活動を理解できるように，基本健診など住民
に近い活動機会を選定していた。その他に，［Do：予防
活動として活動内容を調整］が行われていた。評価では，
［See：活動内容を評価］，［See活動成果を評価］，［See：
次の活動の根拠づくり］の３つがあった。
　以上のことから，効果的な活動展開におけるPlan，
Do，Seeの内容は，次のように集約できた。Plan／計画
は，【予防活動として期待できる効果を見通し，活動対
象や内容を決定するための計画立案】であった。Do／
実施は，【期待できる効果を見通した意思決定と調整】
であった。See／は，【計画に基づいて活動内容と成果
を確認，および次の活動の根拠づくり】であった。
５）効率的な活動展開
　全事例において，効率的な活動のための計画を立て
ていた。その内容は， ［Plan：地域の他機関と協働して，
地域の支え手となる住民を育成するための計画立案］，
［Plan：地区組織の集まりを健康教育の機会として活用
するための計画立案］や，［Plan：他事業と連動させる
ための計画立案］をしており，地域ケアシステムとして
事業や資源の活用を計画していた。この計画を受けて，
［Do：地域の資源を創造・活用］や［Do：地区組織活
動と保健事業を連動］させていた。ここでのSee／評価
は，［See：活動内容を評価］，［See：活動成果を評価］，
［See：次の活動の根拠づくり］に加えて，効率性を測る
ために［See：活動実績を評価］していた。この活動実
績は，継続期間と事業に参加した地域住民の数で評価
していた。さらに，他事業との兼ね合いで活動の優先
順位を査定するなど，［See：活動の優先順位を査定］や
［See：地域資源の状況を評価］によって，効率的な活動
につなげていた。
　以上のことから，効率的な活動展開におけるPlan，
Do，Seeの内容は，次のように集約できた。Plan／計画
は，【地域ケアシステムとして他の事業の活動との連動
や地域資源の活用を考えた計画立案】であった。Do／
実施は，【計画に基づいた保健福祉サービスや地域資源
の活用と創造】であった。See／評価は，【地域ケアシ
ステムのビジョンに照らした成果の確認，および次の活
動の根拠づくり】であった。　
６）体制づくり
　全事例において，活動の基盤となる［Plan：体制づく
りのための計画立案］も行われていた。この計画を受け
て，活動を始める際には，活動が事業として認められ，
予算がつくように，［Do：保健師の所属機関との調整］
が行われていた。事例X・Yでは事業を始めていく際に，
当事者のグループが地域の活動として活動していくため
に，自治会などの地区組織と［Do：関係機関との調整］
をしながら，［Do：活動場所・機会の創造・提供］を
行っていた。事例Zでは，C事業の後の自主グループの
活動を支援する際に行われていた。また，事例Xでは，
地域の活動として認められるように組織化していくなど
［Do：地域の活動としての方向付け］も行っていた。こ
こでのSee／評価は，［See：活動内容を評価］，［See活
動成果を評価］，［See：次の活動の根拠づくり］の３つ
に加え，他機関との調整を考えていくために［See：他
機関の活動状況を評価］することも行われていた。
　以上のことから，体制づくりにおけるPlan，Do，See
の内容は，次のように集約できた。Plan／計画は，【活
動の基盤としての体制づくりのための計画立案】であっ
た。Do／実施は，【目的・計画に沿った住民活動の動
機づけと調整】であった。See／評価は，【連携が必要
な機関を選定するための根拠づくりと計画に基づいた成
果の確認，および次の活動の根拠づくり】であった。
７）事業目的に沿ったプログラムづくり
　以上のような事業を軌道に乗せていくための計画の他
に，地域の目指す姿の達成に向けた地域づくりの一つの
活動としていく，事業そのものの計画として，［Plan：
事業目的に沿ったプログラムの立案］を行っていた。こ
の計画を基に［Do：プログラムに沿って実施］し，評
価として ［See：活動実績を評価］，［See：活動内容を評
価］，［See：活動成果を評価］および［See：次の活動の
根拠づくり］を行っていた。
　以上のことから，事業目的に沿ったプログラムづくり
におけるPlan，Do，Seeの内容は，次のように集約でき
た。Plan／計画は，【地域の目指す姿を思い描き，目的
に沿った事業プログラムの立案】であった。Do／実施
は，【目的・計画に沿ったプログラムの実施】であった。
See／評価は，【目的に沿った事業実績・内容・成果の
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表２　地域づくり活動におけるマネジメントサイクルとマネジメント機能
地域づくり
活動の目的
Plan／計画の内容 Do／実施の内容 See／評価の内容 地域づくり活動における
マネジメント活動の成果
マネジメント機能
新しい活動
の根拠
づくり
新しい活動の根拠
をつくり，地域づ
くりの方向性を確
認するための計画
立案
計画に沿って，日
ごろの活動の範囲
内で地域の健康問
題とその解決策を
探索
目的の達成度の確
認と住民のニーズ
に合った活動や，
必要な体制づくり
を計画するための
根拠づくり
地域の健康課題と住
民のニーズに合った
活動になる
Plan： 地域の健康課題と住民のニー
ズに合った活動の根拠づくり
を導引
Do  ： 目的・計画に沿った情報収集
から根拠を導引
See  ： 目的・目標達成の確認による
次なる課題の明確化
根拠ある活動ができ
る
当事者の主
体性を育成
当事者の主体的な
活動となって継続
されていくことを
意図した計画立案
目的・計画に沿っ
た当事者への働き
かけ
計画に基づいて活
動内容と成果を確
認，および次の活
動の根拠づくり
当事者が活動を理解
し，自分の問題とし
て捉える
Plan： 当事者の主体性を指向した活
動を導引
Do  ： 目的・計画に沿った当事者へ
の働きかけの履行
See  ： 計画に基づいた評価による次
なる課題の明確化
活動が継続される
当事者の主体的な活
動になる
地域住民の
支え合い意
識を育成
地域住民が当事者
を支えていくこと
を意図した計画立
案
目的・計画に沿っ
た地域住民への働
きかけ
計画に基づいて活
動内容と成果を確
認，および次の活
動の根拠づくり
地域住民の支え手と
しての力が高まる
Plan： 地域住民の支え合いを指向し
た活動を導引
Do  ： 目的・計画に沿った地域住民
への働きかけの履行
See  ： 計画に基づいた評価による次
なる課題の明確化
地域住民の理解が得
られ，活動しやすい
効果的な活
動展開
予防活動として期
待できる効果を見
通し，活動対象や
内容を決定するた
めの計画立案
期待できる効果を
見通した意思決定
と調整
計画に基づいて活
動内容と成果を確
認，および次の活
動の根拠づくり
成功事例となりやす
い
Plan： 期待できる効果の予測による
先見
Do  ： 期待できる効果を見通した意
思決定による効果の促進 
See  ： 計画に基づいた評価による次
なる課題の明確化 
より住民の主体性を
育てていきやすい
地域の健康課題を解
決しやすい
効率的な活
動展開
地域ケアシステム
として他の事業の
活動との連動や地
域資源の活用を考
えた計画立案
計画に基づいた保
健福祉サービスや
地域資源の活用と
創造
地域ケアシステム
のビジョンに照ら
した成果の確認，
および次の活動の
根拠づくり
保健師が効率的に活
動できる
Plan： 地域ケアをシステムとして思
考
Do  ： 既存の保健福祉サービスや地
域資源の活用・創造による効
率の促進 
See  ： ビジョンに照らした地域づく
りの評価と次なる課題の明確
化 
地域ぐるみで健康を
考える機会となる
健康への関心や支え
手となる人的資源を
定期的に育成できる
地域住民同士がつな
がる
自主活動の機会が増
える
体制づくり
活動の基盤として
の体制づくりのた
めの計画立案
目的・計画に沿っ
た住民活動の動機
づけと調整
連携が必要な機関
を選定するための
根拠づくりと計画
に基づいた成果の
確認，および次の
活動の根拠づくり
活動しやすい Plan： 効果的・効率的・経済的な成
果につながる基盤整備を指示
Do  ： 目的・計画に沿った基盤整備
の履行
See  ： 計画に基づいた評価による次
なる課題の明確化
活動費がつく
地域の活動として認
められる
関係する他機関の事
業と連動できる
事業目的に
沿った
プログラム
づくり
地域の目指す姿を
思い描き，目的に
沿った事業プログ
ラムの立案
目的・計画に沿っ
たプログラムの実
施
目的に沿った事業
実績・内容・成果
の確認と次の活動
の根拠づくり
事業目的を達成しや
すい
Plan： 地域づくりのビジョンの描写
による活動の目的と方向性を
指示
Do  ： 目的・計画に沿った事業プロ
グラム展開の履行
See  ： 目的・目標達成の確認によ
る次なる課題の明確化
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確認と次の活動の根拠づくり】であった。
２．マネジメント活動による成果とマネジメント機能
　以下は，文章中，マネジメント機能を＜　＞，最終的
に集約されたマネジメント機能を《　》で示す。
　新しい活動の根拠づくりを地域づくり活動の目的に，
保健師は，【新しい活動の根拠をつくり，地域づくりの
方向性を確認するための計画立案】を行い，【計画に沿っ
て，日ごろの活動の範囲内で地域の健康問題とその解
決策を探索】を実施し，【目的の達成度の確認と住民の
ニーズに合った活動や必要な体制づくりを計画するため
の根拠づくり】を評価として行っていた。これらの活動
によって，事例Xでは，子育てのつらさを訴える母親の
背景にあるものは，遠方から嫁いできた母親の増加であ
り，文化や習慣の違う村での生活に馴染めず孤立してい
るという状況を把握することができた。保健師は，母親
がこの状態では，子どもの健やかな成長に影響してくる
と考え，母親の悩みやつらさを軽減していくことが，地
域の母子支援における健康課題であることを明確に示す
ことができた。また，子育てをしている母親が集う機会
を当事者たちも必要としていることを把握できた。これ
らを根拠に，A事業として母子支援の活動を行うことが
できるようになった。つまり，Plan・Do・Seeを積み重
ね，新しい活動の根拠づくりという目的が達成されたこ
とで，地域の健康課題と住民のニーズに合った活動，お
よび根拠ある活動になった。これらは，効果的な成果
であり，マネジメント活動の成果であった。これらの
Plan，Do，Seeの内容とマネジメント活動の成果より，
新しい活動の根拠づくりのマネジメントサイクルを動か
すために，Plan，Do，Seeが果たした働きであるマネジ
メント機能は，＜Plan：地域の健康課題と住民のニーズ
に合った活動の根拠づくりを導引＞，＜Do：目的・計
画に沿った情報収集から根拠を導引＞，＜See：目的・
目標達成の確認による次なる課題の明確化＞であった。
　その他の地域づくり活動においても，マネジメント活
動によって，効果的・効率的・経済的な成果が出てい
た。同じように，Plan，Do，Seeの内容とマネジメント
活動の成果より，地域づくり活動の目的ごとに，表２で
示したマネジメント機能が明らかになった。
　これらのマネジメント機能をPlan，Do，Seeそれぞれ
で集約すると，地域づくり活動におけるマネジメント機
能は，Plan／計画は，《地域づくり活動の先を見通して
方向性を指示し，成果をあげる活動を導引》する機能，
Do／実施は，《地域全体を視野に入れた目的・計画に
基づく活動展開と効果的・効率的な活動の促進》の機
能，See／評価は，《ビジョン・目的・目標・計画に基
づいた地域づくりの評価と次なる課題の明確化》の機能
であった。
Ⅶ．考　察
１．地域づくり活動におけるマネジメントサイクル
　地域づくり活動において保健師は，日ごろの活動から
捉えた住民の声をきっかけに，【新しい活動の根拠をつ
くり，地域づくりの方向性を確認するための計画立案】
を行っていた。この計画を実施する過程で，真の地域の
健康問題を探り，既存の活動をヒントに解決策を見出
し，その上で，【地域の目指す姿を思い描き，目的に沿っ
た事業プログラムの立案】を行なっていた。このように，
子育て支援，健康づくり，介護予防など，地域の目指す
姿があるからこそ，住民の声を地域の健康課題として包
括的に捉え，事業として開始することができていた。保
健師の施策化には，「ニーズからの施策化」と「政策に
基づく施策化」がある９）。事例X・Yは「ニーズからの
施策化」，事例Zは，「政策に基づく施策化」にあたる。
事例Zでは，住民のニーズを事業開始の根拠としていく
過程はみられなかったが，地域の健康課題に合わせて事
業目的を立てていた。このように地域の健康課題を解決
していく方策として，活動を事業として位置づけ推進し
ていくために，【活動の基盤としての体制づくりのため
の計画立案】を行っていた。［保健師の所属組織との調
整］や［関係機関との調整］をはかり，合意や理解を得
て体制を整えていくことは，事業が地域の活動として根
付いていくためにも意味をもっていた。
　直接的な援助の対象としては，当事者だけではなく，
当事者を取り巻く地域住民も視野に入れ，【当事者の主
体的な活動となって継続されていくことを意図した計画
立案】と【地域住民が当事者を支えていくことを意図し
た計画立案】を行ない，活動を展開していた。このよう
に保健師は，初めから地域づくりを意図していたこと
で，地域資源として他機関を含めて地域全体を視野に入
れ，働きかける対象を選定できていた。事業運営では，
効果・効率を考えた活動になるように【予防活動として
期待できる効果を見通し，活動対象や内容を決定するた
めの計画立案】や【地域ケアシステムとして他の事業の
活動との連動や地域資源の活用を考えた計画立案】が行
なわれていた。これらの計画は，活動の成果をよりあげ
ていくために必要なものであった。
　本研究の結果から，地域づくり活動において保健師
は，地域の健康課題を解決していくために住民主体とな
る地域づくりの意図をもって，より効果・効率的に成果
をあげる計画を立案していたことが明らかになった。こ
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れらの計画があるからこそ，なすべきことがわかり，方
向性を間違えずに計画を実施することができると考え
る。
　Do／実施の後のSee／評価は，評価の視点として，
健康課題，優先順位，地域資源，活動内容・実績・成果
に加え，これらを次の活動の根拠としていく視点が必要
であった。評価は，活動の目的に応じたものが必要であ
るが，評価しただけに留まらず，次の計画へとフィード
バックループを描くことが，目的達成のためには重要で
あると同時に困難も指摘されている10）。本研究において
も，すべてのマネジメントサイクルのSee／評価におい
て，【次の活動の根拠づくり】がなされており，これは，
次の活動計画のためのフィードバックループと考えられ
た。
　以上のことから，地域づくり活動におけるマネジメン
トサイクルは，当事者の主体性と地域住民の支え合いを
意識した，ぶれない活動計画をたて，計画に基づいて目
的と方向性を確認しながら実践し，次の活動へつながる
評価を意識して行っていくことを，目的達成まで継続し
ていく活動であると言える。成果のある地域づくり活動
を推進していくためには，このマネジメントサイクルを
活動運営のしくみとして活用し，マネジメント機能を発
揮しながら，目的達成までマネジメントサイクルを動か
していくことが重要である。
２．保健師の活動方法としてのマネジメント機能の意義
　マネジメントサイクルを動かすために，Plan／計画は，
《地域づくり活動の先を見通して方向性を指示し，成果
をあげる活動を導引》する機能をもっていた。つまり，
マネジメントサイクルにおいてPlan／計画は，成果を
あげて実施していく際の道しるべとなるものであり，ビ
ジョンを描き，期待できる効果を予測しながら方向性を
もたせていく働きをもっていた。Do／実施の機能は，
《地域全体を視野に入れた目的・計画に基づく活動展開
と効果的・効率的な活動の促進》であり，地域全体を視
野に入れ，成果をあげながら地域づくり活動を推進して
いく働きをもっていた。See／評価の機能は，《ビジョ
ン・目的・目標・計画に基づいた地域づくりの評価と次
なる課題の明確化》であり，地域づくりを目指した活動
の目的・目標達成まで，評価を計画にフィードバックし
ていくために，重要な働きをもっていた。このように，
保健師は，Plan，Do，Seeの機能を発揮しながらマネジ
メントサイクルを動かしていた。
　井出11）は，保健師のサービスの事業化および運営管
理における看護方法には，アドミニストレーション機能
を用いた方法をとるという特質があり，その内容とし
て，住民，行政，地域の様々な関係機関，そして保健師
自身が，最大限の力を発揮できるような体制や組織や整
えるという働きを説明している。本研究においても，地
域づくり活動の目的の１つとして体制づくりがあり，マ
ネジメント機能の視点で保健師が発揮した機能をみる
と，＜効果的・効率的・経済的な成果につながる基盤整
備を指示＞しながらマネジメントサイクルを運営してい
く働きがあった。このように，成果を導く働きを持つこ
とがマネジメント機能の特徴と考えられ，効果的・効率
的に地域づくりを推進していくために意義のある知見で
あった。
　Beaufort12）によると，マネジメント機能は，計画する
こと，組織すること，導くこと，抑制することの４つに
大別され，これらはパズルのピースのように，相互作用
をもたらしている，とある。本研究では，‘計画するこ
と’によって《地域づくり活動の先を見通して方向性を
指示し，成果をあげる活動を導引》していた。また，地
域づくり活動を推進していくために，適切な人や資源を
選定し当事者や地域住民および関係機関を巻き込んで
いたことは，‘組織すること’と同等の働きと考えられ
る。‘導くこと’は，Plan／計画の機能もそうであった
が，Do／実施の機能である《地域全体を視野に入れた
目的・計画に基づく活動展開と効果的・効率的な活動の
促進》も相当すると考えられる。さらに，評価の機能で
ある《ビジョン・目的・目標・計画に基づいた地域づく
りの評価と次なる課題の明確化》は，活動を ‘抑制する’
働きに相当すると考えられる。しかしながら，本研究に
おいて，成果をあげながら地域づくり活動を推進してい
くためには，Plan・Do・Seeのマネジメントサイクルを
運営のしくみとして活用していくことが有効であるとい
う示唆を得たことから，マネジメント機能をPlan，Do，
Seeの視点で説明していくことに意義があり，保健師の
活動方法として貢献できる知見であった。
３．本研究の意義 
　本研究では，地域づくり活動をPlan・Do・Seeのマネ
ジメントサイクルの枠組みを使って説明し，マネジメン
ト機能を明らかにした。このマネジメントサイクル・モ
デルは，事業の位置づけを明確にした政策体系を十分
に考慮していない13）という指摘があるが，政策過程や
事業過程の骨組みとなるPlan・Do・Seeだけではなく，
日々の活動の中にもPlan・Do・Seeが繰り返されている
保健師の経験知を説明するために有効であった。このよ
うに，マネジメントサイクル・モデルは，大小の枠組み
で活動を捉えることができ，そのサイクルを動かすマネ
ジメント機能について明らかにできたことは，マネジメ
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ント活動を促進していくために意義ある知見であった。
Ⅷ．結　論
　マネジメントサイクルにおいて，Planは，《地域づく
り活動の先を見通して方向性を指示し，成果をあげる活
動を導引》，Doは，《地域全体を視野に入れた目的・計
画に基づく活動展開と効果的・効率的な活動の促進》，
Seeは，《ビジョン・目的・目標・計画に基づいた地域
づくりの評価と次なる課題の明確化》の機能をもってい
ることが明らかになった。これらの機能を発揮すること
によって，評価から計画へのフィードバックループを描
き，目的達成までサイクルを継続できるという知見を得
た。したがって，効果的・効率的・経済的な成果のある
地域づくり活動を推進していくためには，マネジメント
サイクルを活動運営のしくみとして活用し，マネジメン
ト機能を発揮しながら，目的達成までマネジメントサイ
クルを動かしていくことが重要である。
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PUBLIC HEALTH NURSES’ FUNCTIONS AS MANAGERS OF COMMUNITY DEVELOPMENT
Mihoko Rhoha
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 The purpose of the present study was to identify the functions of public health nurses as managers of community 
development. Three senior public health nurses participated in semi-structured interviews regarding their functions. In-
terview data were analyzed using the framework approach in order to clarify the function of each nurses’ activities.
 The following functions were identified: to act as leaders and directors by foreseeing future of community develop-
ment and planning nursing practices with beneficial results, develop nursing practices according to a plan and promote 
effective and efficient practices, and provide evaluations of community development based on a vision, purpose, or plan 
while clarifying the next challenge.
 These management functions required the development of a feedback loop incorporating data from the ‘See’ and 
‘Plan’ stages of the management cycle. Therefore, these findings suggest that intentionally using a management cycle 
facilitated the promotion of effective community development..
